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安息日午後　1月9日

暗唱聖句
「もしあなたがたが信じないならば、立つことはできない」。（イザヤ7：9、
口語訳）

「信じなければ、あなたがたは確かにされない。」（イザヤ7：9、新共同訳）
今週の聖句
イザヤ7：1～9、イザヤ7：10～13、イザヤ7：14

今週のテーマ
ある安息日のこと、教会が終わり、車に乗ったコニーとロイが、家へと続く

私道に入った時でした。突然、一羽のチャボが狂ったように庭を横切って、車
の前に飛び出したのです。きっと何かあったに違いありません。安全な檻の中
にいるはずのペットの鳥たちが、外に出ているのですから。調べてみると、悲
劇は進行中でした。隣家から逃げ出した子犬のベートーベンの口に、デイジー
がくわえられています。デイジーは、ふわふわの白い尾羽の美しいめんどりで
す。コニーはデイジーを子犬から取り返しましたが、すでに手遅れでした。コ
ニーの可愛いペットは首をかみ砕かれ、腕の中で息絶えました。彼女は死んだ
デイジーを抱えたまま座り込み、声をあげて泣くばかりでした。

この事件は、他のペットたちも混乱に陥れました。背の高い白いアヒルのワ
ドルスワースは、死んだデイジーを抱いているコニーを見て、彼女がデイジー
を殺したのだと勘違いしました。それから数週間というもの、ワドルスワース
はコニーを見るたびに、その頑丈なくちばしで激しく彼女をかむのでした。こ
のように、友と敵を見分けることは、時に難しいものです。

今週は、同じような問題に直面したユダの王について学び、彼がなぜ誤った
選択をしたのかを考えます。

あなたの世界が 
危機に直面するとき3課

1月16日
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日曜日　1月10日　北の脅威（イザ 7：1～9）

問1	 アハズ王は、その治世の初めに、どんな危機に直面しましたか（王下
15：37、38、16：5、6、イザ7：1、2）。

北イスラエル王国（エフライム）とシリア（アラム）が団結して南の小国ユダ
を攻めたのは、ユダ王国がエドム人とペリシテ人の攻撃によって弱体化してい
た時でした。過去にも、ユダがイスラエルと戦火を交えたことがありました。
その時、イスラエルとシリアの同盟は、アッシリアの圧倒的な脅威に脅かされ
ていました。イスラエルとシリアは、拡大し迫り来るアッシリアのティグラト・
ピレセル 3 世（王下 15：19 では「プル」）の強大な軍隊に対抗するために、ユダ
を彼らの連合に引き込もうと考えました。この最大の危機を前に、イスラエル
とシリアは長年にわたる両国間の抗争を休止しました。彼らがユダを征服し、
この国の操り人形のような王を送り込むことができれば（イザ 7：5、6）、その資
源と人材を活用できるからでした。

問2	 この危機に直面した時、アハズ王はどのような解決策に打って出まし
たか（王下16：7～9、代下28：16）。

アハズ王は、神だけが国と自身を救うことのできる唯一の友であることを忘
れて、彼の敵の敵であるティグラト・ピレセル 3 世を友に選びます。アッシリ
アの王ティグラト・ピレセル 3 世は、シリアとイスラエルの連合軍に対する救
援要請に喜んで応じます。アハズ王から多くの賄賂を受け取ると同時に、シリ
アを攻める絶好の口実を得て、直ちにそれを実行に移しました（王下 16：9）。
シリアとイスラエルの連合は崩壊し、アハズ王はユダ王国を救ったかのように
見えました。

アハズ王のこの行動は、驚くには当たりません。彼は、歴代のユダの王の中
でも最悪の王の 1 人だったからです（王下 16：3、4、代下 28：2～4 参照）。

アハズ王が危機に際してとった行動は、理解できるものかもしれません。しか
し、私たちは彼の行動から、個人として教訓を学ばねばなりません。私たちが
今、主に従っていないなら、本当の試練に会ったとき、どうして主に信頼する
信仰を持つことができるでしょうか（ヤコ2：22、エレ12：5参照）。
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月曜日　1月11日　妨害の企て（イザ 7：3～9）

アハズ王が、イスラエルとシリアの脅威に対処するために、政治的な選択を
検討していた時、アハズ王の知らない神の摂理がありました。

問3	 主はなぜ、イザヤに息子のシェアル・ヤシュブを連れて行くように言
われたのでしょうか（イザ7：3）。

アハズ王は、イザヤから「残りの民は帰る」という名の息子を紹介されて、
ドキッとしたことでしょう。だれの残りの民で、どこから帰るというのでしょう
か。その息子の父は預言者なので、その名は捕囚になろうとしている民につい
ての、神からの不吉な預言のように響いたことでしょう。あるいは、この名は

「悔い改め」の意味で、神に帰ることを意味したはずです（「帰る」は悔い改めも
意味します）。アハズに対する神のメッセージは、「あなたが決める通りになる。
あなたの罪から離れなさい。そうしなければ捕囚となる。そして残りの民は捕
囚から帰る。決めるのはあなたである」というものでした。

問4	 神のメッセージは、アハズ王の置かれた状況をどのように述べていま
すか（イザ7：4～9）。

シリアとイスラエルの脅威は去り、ユダは守られました。しかし、アハズ王
は正しい決定を下すために、主と主の約束に信頼するべきでした。彼が確かに
されるためには、信じる必要がありました（イザ 7：9）。「信じる」と「確かに
される」という言葉は、同じヘブライ語の語源を持っており、「真理」（「信頼す
べきもの」の意）と「アーメン」（「真実で信頼すべきものに賛同する」の意）も、同
じ語源から派生した言葉です。アハズ王は、確かなものとされるために、主の
み言葉を確かにする必要がありました。信頼されるものとなるために、主に信
頼する必要がありました。

イザヤ7：9の最後の部分に注目してください。「確かにされ」るためには、な
ぜ信仰と信頼が重要なのでしょうか。何が確かにされるのでしょうか。この原
則は、私たちのクリスチャン人生に、どのように適用できるでしょうか。
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火曜日　1月12日　新たな機会（イザ 7：10～13）

アハズ王は、イザヤの信仰の求めに応えませんでした。そこで、憐れみに富
む神は、王に新たな機会として、「深く陰府の方

ほう

に、あるいは高く天の方に」
（イザ 7：11）、主なる神にしるしを求めるように告げられます。これは、かつて
人間に与えられた中で、最高の信仰への招きの一つです。

問5	 アハズ王がしるしを求めなかったのは、なぜですか（イザ7：12）。

一見、アハズ王は敬虔で、礼儀をわきまえた答えをしたように思えます。彼
は、何世紀も前に荒野を放浪したイスラエル人のように、神を試そうとはしま
せんでした（出 17：2、申 6：16）。しかし大きな違いは、神のほうからアハズに、
ご自分を試すように招かれたことです（マラ 3：10 と比較）。神の忍耐を試すこ
とではなく、神の圧倒的なほど寛大なお申し出に応えることこそが、神に喜ん
でいただけることなのです。しかし、アハズは、信頼する新たな機会を与えて
くださった神の助けを受けようとしませんでした。彼は、自分の心の扉にかん
ぬきをかけ、釘を打ち、信仰を締め出したのでした。

問6	 イザヤ7：13で、イザヤは何と言っていますか。

アハズは、神を試すことを拒むことによって、外面的には神を煩わせないよ
うにしているようで、実はそのことが神を煩わせているのだ、とイザヤは指摘
します。しかし、この節で最も難解な点は、イザヤがイザヤ 7：11 で、アハズ
王に対して、主なる「あなたの神」にしるしを求めよ、と言っているのに対し
て、同 13 節では、はっきりと「わたしの神」をも……と言っていることです。
アハズが天の申し出を拒んだ時、彼は主を「わたしの神」とすることを拒んだ
のです。この時、主はイザヤの神ではありましたが、アハズの神ではなくなっ
たのでした。

今日の学びは、神の忍耐と神が提供される救いに、私たちのすべてで応えるこ
とについて、何を教えていますか。また、主に完全に屈服しない人間の心の盲
目と頑なさについては、何を教えていますか。もし神が、アハズが望むような
しるしをお与えになっていたとしたら、彼は信じていたでしょうか。
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水曜日　1月13日　「男の子」のしるし（イザ 7：14）

「深く陰府の方
ほう

に、あるいは高く天の方に」（イザ 7：11）しるしを求めよとの神
の申し出は、アハズ王を動かしませんでした。そこで今度は、神ご自身がしる
しを与えると仰せになりました（同 14 節）。私たちは、神の想像力のみが考え
出すことのできる、息をのむような次元のしるしを思います（イザ 55：9、1 コリ
2：11 と比較）。

驚くべきことに、そのしるしとは「男の子」です。しかし、どのようにして
若い未婚の女性が子どもを産み、その子を「インマヌエル」と呼ぶことが聖書
の重要なしるしなのでしょうか。

問7	 この女性は、そしてその子どもはだれですか。

　旧約聖書における、しるしの成就の可能性を考えてみたいと思います。
（1）「おとめ」という言葉が結婚適齢期の若い女性を指すことから、このおと
めはエルサレムに住んでいる既婚の女性であり、おそらくイザヤの妻であろう
と考える意見も多くあります。
（2）「インマヌエル」が、次に王となるアハズの子ヒゼキヤを指すと考える意
見もありますが、ヒゼキヤを「インマヌエル」と呼んでいる記述はありません。
（3）「インマヌエル」がどこか神秘的であること、またこの名前が一般的に

「神われらと共にいます」と訳され、神のご臨在を表すことから、彼はイザヤ 9
章と 11 章に預言されている特別な「男の子」を示すと考えることができます。
（4）適齢期の未婚の女性から生まれた子は、正式の婚姻関係でない男女の間
に生まれた非嫡出子ということになります（申 22：20、21 参照）。

これに対して、新約聖書は、イエスを無垢な「男の子」、「インマヌエル」で
あると確認しています（マタ 1：21～23）。婚約中で未婚の処女から奇跡的に生
まれたイエスは、神のみ子であり（イザ 9：6、マタイ 3：17）、エッサイの「株」・

「根」です（イザ 11：1、10、黙 22：16）。アハズ王の時代に、将来の救い主を象
徴する「インマヌエル」という名の人がいたかもしれません。それは、私たち
の知る由もないことです。私たちが知らなければならないことは、私たちと共
におられる神を示すために、「時の満ちるに及んで、神は御子を女から生

うま

れさ
せ」られたという事実です（ガラ 4：4、口語訳）。

キリストが人となってこの世に来られたという事実は、この冷たい、恐ろしい、
そして思いやりのない世界のただ中に生きる私たちに、どんな慰めを与えますか。
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木曜日　1月14日　「神われらと共にいます」（イザ 7：14）

「インマヌエル」という名前は、単なる抽象的な表現ではなく、「神われらと共
にいます」という約束が成就されたことの確証です。

問8	 神が私たちと共におられる約束は、私たちにとってなぜ重要なのでしょ
うか。

これほどの安心と慰めはありません。神は、その民に、耐えなければならな
い困難や苦痛は与えないとは、約束されていません。神は、「彼らと共にいる」
と約束しておられるのです。詩編記者は言います。「死の陰の谷を行くときも
／わたしは災いを恐れない。あなたがわたしと共にいてくださる。あなたの鞭

むち

、
あなたの杖／それがわたしを力づける」（詩 23：4）。

「主は言われます。『水の中を通るときも、わたしはあなたと共にいる。大河
の中を通っても、あなたは押し流されない。火の中を歩いても、焼かれず／炎
はあなたに燃えつかない』（イザ 43：2）。

バビロニア人がダニエルの 3 人の友だちを火の中に投げ込んだ時、主はどこ
におられたのでしょうか。彼らと共におられたのです（ダニ 3：23～25）。ヤコ
ブが夜明けまで主と格闘した試練の時は、どこにおられたのでしょうか。それ
以上近づけないほど近いところである、ヤコブの腕の中におられたのです（創
32：24～30）。

主は、肉体を取った姿で地上におられなくなった今も、ご自分の民と共に、
その経験を分かち合っておられるのです。群衆がステファノに詰め寄った時、
主はどこにおられたのでしょうか。『神の右に立っておられ』たのです（使 7：
55）。しかし、主は天に昇られた時、『天の高い所におられる大いなる方の右の
座にお着きに』なったのではなかったでしょうか（ヘブ 1：3）。ステファノの苦
難の時に、まさに石で撃ち殺されようとしていたその時に、なぜ主はただ立っ
ておられたのでしょうか。モーリス・ヴェンデンが言ったように、『主はただ
座ってそれを見ていることができなかった』からなのです」（ロイ・ゲイン『欠点
だらけの神の英雄達』66 ページ、1996 年、英文）。

私たちは、「神われらと共にいます」との約束が与えられているのに、なぜつら
い試練や苦しみにあうのでしょうか。神のご臨在を知っていることは、私たち
の人生をどのように変えるでしょうか。
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金曜日　1月15日　さらなる研究

「『その名はインマヌエルと呼ばれるであろう。神われらと共にいますという意
味である』（マタイ1：23）。『神の栄光を知る知識』は、『イエス・キリストの顔』
にみられる（ 2 コリント 4：6）。永遠の昔から、主イエス・キリストは天父と一つ
であられた。キリストは、『神のみかたち』、神の偉大さと尊厳のみかたち、『神
の栄光のかがやき』であられた。キリストがこの世にこられたのは、この栄光
をあらわすためであった。神の愛の光をあらわすために、すなわち『われらと
共にいます』神となるために、キリストは、罪のために暗くなったこの地上に
おいでになった。だから、『その名はインマヌエルと呼ばれるであろう』とイエ
スについて預言された」（『希望への光』675 ページ、『各時代の希望』上巻 1 ページ）。
「もしアハズが、この言葉を天からのものとして受け入れたならば、ユダ王国
は幸福だったことであろう。しかしアハズは、肉の腕に頼り、異邦人の助けを
求めることにしたのである。彼は、自暴自棄に陥って、アッスリヤの王、テグ
ラテピレセルに使者をつかわして言わせた。『わたしはあなたのしもべ、あな
たの子です。スリヤの王とイスラエルの王がわたしを攻め囲んでいます。どう
ぞ上ってきて、彼らの手からわたしを救い出してください』（列王記下 16：7）。
この願いには王の家の倉と神殿の倉庫から、おびただしい贈り物が伴ってい
た」（『希望への光』513 ページ、『国と指導者』上巻 294 ページ）。

話し合いのための質問

❶	あなたが何か決断をしようとするとき、神にしるしを求めるのはふさわしいこ
とでしょうか。そうすることの中にあるかもしれない危険は、何でしょうか。

❷	人の助けを得ることは良いことですが、その限界をどのように知ることができ
ますか。

❸	ロシアの作家レオ・トルストイは、友人に次のように書きました。「人は、ひと
たび、すべての終わりは死であることを知れば、生きることより悪いことは何
もないことも知るだろう」「神われらと共にいます」ことを知っている私たちは、
この言葉にどのように答えることができますか。

まとめ
神は、不信仰な王アハズを難しい判断を迫る環境に置かれました。信じるか信
じないか、それが彼に与えられた問題でした。主は、彼の想像力で理解できる
しるしを与え、さらに信じる理由を求めることさえお許しになられたのに、彼は
それを拒み、主を信じる代わりにアッシリアの王を「友」に選んだのでした。
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インサイドストーリー

浮かんでいた赤い本

トロニ・クマー・トリプラは、バングラデシュ南東の田舎で、赤い表紙の聖書を
受け取り、喜びました。それは、聖書通信講座を修了した証しとして届きました。

しかし、トロニは気をつけなければいけませんでした。
トロニのお父さんは、家族が代々信仰している宗教の指導者です。お父さんは、

天の神について書いてある聖書を息子が持っていることを喜ばないでしょう。
しかし、トロニは気にしませんでした。彼は毎晩、両親が寝ている間に聖書の

勉強をしていましたので、それからも夜に赤い聖書を読むつもりでした。
その計画は、うまくいっているように思われました。
トロニは昼間、お父さんの牛の世話をし、帰宅した後、両親が寝るまで待ち、

小さな懐中電灯で神について読むことをとても楽しみにしていました。
ある晩、お父さんは、トロニが聖書を読んでいるのを見つけて激怒しました。翌

日、息子が家を離れると、お父さんは聖書を泥水のようなチェンギ川に投げました。
赤い聖書がないことに気づいたトロニは、動揺しました。何が起きたか、彼は

すぐに理解しました。
彼に何ができるでしょうか。トロニには、聖書を買うお金がありません。聖書通

信学校は、おそらくもう 1 冊の聖書は送ってくれないでしょう。しかしトロニは、
神について読みたくて仕方がありませんでした。

それからしばらくして、ある午後、トロニはチェンギ川を泳いでいました。その
時、水の上に何かが浮かんでいるのが見えました。彼は今までペットボトルやゴ
ミが浮かんでいるのを見たことはありましたが、今回は違うものでした。

トロニは、近くまで泳いで行きました。手を伸ばしてそれをつかみ、急いで川
岸に戻りました。よく見ると、それはびしょびしょになった赤い聖書でした。

トロニは信じられませんでした。それは彼がなくした聖書でした。
トロニは、聖書を草の上に置き、太陽の光で乾かしました。乾かすのに、14 日

間かかりましたが、また聖書を読み始めました。トロニは聖書を読むほどに、神へ
の愛が大きくなりました。

お父さんを怒らせるかもしれませんでしたが、新しく発見した愛を隠すことはで
きませんでした。トロニは村人に、「聖書の神は、赤い聖書を川に沈めなかった」

と告げました。驚いた村人たちは、「もっと知りたい」と
求めてきました。今日、トロニの親族も含めて、ほとんど
の村人たちは、この聖書の神を礼拝しています。


